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ツ
カ
ル
よ
り
芸
術
文
化
を
発
信
5
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で

九
月
十
日
、
県
民
参
加
の
総
合
的
・

自
主
的
芸
術
文
化
の
祭
典
で
あ
る
第

五
回
青
森
県
民
文
化
祭
の
総
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

第

一
部
の
式
典
で
は
木
村
知
事
が

祝
辞
、
佐
々
木
市
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
の
第
二
部
で
は
、
十
二
の

合
唱
団
体
に
二
つ
の
郷
土
芸
能
団
体

を
交
え
た
約
四
百
人
が
、
合
唱
組
曲
 

「津
軽
交
響
詩
」
を
熱
演
し
、
そ
の

創
造
力
豊
か
な
構
成
と
鍛
え
抜
か
れ

た
歌
唱
力
は
、
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で

九
月
十
日
、
県
民
参
加
の
総
合
的
・

自
主
的
芸
術
文
化
の
祭
典
で
あ
る
第

五
回
青
森
県
民
文
化
祭
の
総
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
木
村
知
事
が

祝
辞
、
佐
々
木
市
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
の
第
二
部
で
は
、
十
二
の

合
唱
団
体
に
二
つ
の
郷
土
芸
能
団
体

を
交
え
た
約
四
百
人
が
、
合
唱
組
曲

「津
軽
交
響
詩
」
を
熱
演
し
、
そ
の

創
造
力
豊
か
な
構
成
と
鍛
え
抜
か
れ

た
歌
唱
力
は
、
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。



岡
イ
ト
ー
ョ

ー
力
堂
の
出
店
決
定
 

五
所
川
原
街
づく
り
株
式
会
社
（
鎌

田
嘉
兵
衛
代
表
取
締
役
社
長
、
資
本

金
一億
一
千
五
十
万
円
）
と囲
イ
ト

ー
 

ョ
ー
カ
堂
（
東
京都
港
区
、鈴
木
敏

文
代
表
取
締
役
、
資
本
金
四
百
四
十
 

八
億
六
千
百
万
円
、従
業
員
数
パ
ー
 

ト
社
員
含
む
三
万
四
千
九百
六
十
七

人
）
は
九月
九
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原
に
お
いて
、「仮
称

・

ェ
ル
ム
の街
」
の
商
業
施
設
の
核
店

舗
と
し
て
の
出
店
に
関
し
、
五
所
川
 
 

原
市
土
地
開
発
公
社
（
小
山
内有
義

理
事
長
）
立
ち
会
い
の
も
と
に
基
本

約
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
 

こ
の
約
定
書
に
よ
る
と
、街
づ
く
り

会
社
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
車
社

会
に
対
応
し
た
新
し
い
商
業
施
設
の

実
現
を
め
ざ
し
、特
定
商
業
集
積
整

備
法
を
活
用
し
て
地
元
商業
の
活
性

化
を
図
り
、囲
イ
ト
ー
ョ
ーカ
堂
は豊

富
な
経
験
と
実
績
を
も
と
に
、
こ
の

商
業
施
設
の
成
功
の
た
め
、核
店
舗

と
し
て
出
店
し
、
さ
ら
に
両
社
はお

互
い
の
役
割
を
理
解
し
、相
協
カ
し

て
新
し
い
商
業
施
設
の
開
発
を
図
っ

て
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
の
生

活
向
上
に
貢
献
す
る
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

第
三
セ
ク
タ
ー
・
五所
川
原
街
づ

く
り
会
社
は
、
平
成
四
年
四
月
に
設

立
さ
れ
、
五
年
三
R
に
「
エ
ル
ム
の

街
」
開
発
計
画
の
基本
構
想
の説
明

を
行
い
、
市
内
唐
笠
柳
地
区
に
約
十

八
万
九
千
三
百
平
方）旧
の新
商
業
街

区
の
建
設
を
予
定
して
い
ま
す
。
 

こ
の
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て
、
 
 

①
市
策
定
の
二
十
一
世
紀
五
所
川
原

市
総
合
計
画
フン
テ
ィ
二
十
一
構
想
」
 

の
中
で
街
づ
く
り
型
商
業
地
区
の
形

成
と
し
て
位
置
づ
け
られ
、
②
商
工
 
 

会
議
所
策
定
に
よ
る
「
五
所
川
原
地

域
商
店
街
活
性化
実
施
計
画
策
定
事

業
」
に
お
け
る
新
商
業
街
区
整
備
事

業
計
画
の
中
の新
商
業
街
区
と
し
て

位
置
づ
け
られ
て
い
ま
す
。
 

目
的
と
し
て
、
①
街
づ
く
り
H
西

北
五
の
中核
都
市
五
所
川
原
に
、地

域
住
民
の
利
便
を
向
上
さ
せ
る
機
能
、
 

や
す
ら
ぎ
と
満
足
感
を
得
ら
れ
る
機

能
、
並
び
に
娯
楽
性
を
持
つ
機
能
を

整
え
た
新
し
い
市
街
地
の
形
成
を
め

ざ
し
、
他
に
類
を
み
な
い
官
民
一
体

と
し
て
の
複
合
的
街
づ
く
り
の
先
導

的
役
割
を
果
た
し
、②
店
づ
く
り
H
 

青
森
、
弘
前
と
の
都
市
間
競
争
に
打

ち
勝
ち
、
西
北
五
に
お
け
る
確
立
さ

れ
た
五
所
川
原
商
圏
を
生
か
す
施
設

の
内
容
と
規
模
に
し
、
ま
た
市
街
地

既
存
商
業
街
区
に
は
協
調
性
の
あ
る

新
し
い
商
業
空
間
を
提
供
し
、
地
元

商
業
発
展
の
礎
と
な
り
、
③
人
づ
く

り
H
事
業
推
進
に
よ
り
商
業
ポ
テ
ン

シ
ヤ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
、
地
元
商

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
 

商
業
を
中
心
と
す
る
雇
用
機
会
の
増

大
及
び
若
年
層
の
流
出
抑
制
を
す
る

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
大
手
流
通
企
業
で
ある
囲

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
の
「エ
ル
ム
の街
」
 

出
店
決
定
は
、今
後
の
事
業
計
画
実

現
（
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
にな
り
、
 

十
一
月
に
地
元
商
店
（
の
説
明
会
を
 
 

開
き
、
八
十
店
の
テ
ナ
ン
トを
募
集

2
 

し
て
、
最
終
的
に
九年
春
の
オ
ー
プ
 

ン
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
o
 

"
 

月
 

0
 

●

1
 

Eー
 

【
 ー
 

交
通
安
全
の
 

横
断
幕
を
贈
る
 

五
所
川
原
ロ
ータ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
山

内
正
孝
会
長
）
は
九
月
十
四
日
、
五

所
川
原
市
交
通
安
全
対策
協
議
会
に

交
通
事
故
防
止
を
訴
え
る
横
断
幕
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
横
断
幕
は
「
忘
れ

な
い
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し

ょ
う
ね
」
な
ど
の
標
語
が
書
かれ
、
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
日
か
ら
警
察

署
庁
舎
に掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

,
 
 肥
 

,
 r
 

側
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
出
庖
決
定

五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社
(
鎌

田
嘉
兵
衛
代
表
取
締
役
社
長
、
資
本

金
一
億
一
千
五
十
万
円
)
と
附
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
(
東
京
都
港
区
、
鈴
木
敏

文
代
表
取
締
役
、
資
本
金
四
百
四
十

八
億
六
千
百
万
円
、
従
業
員
数
パ

ー

ト
社
員
含
む
三
万
四
千
九
百
六
十
七

人
)
は
九
月
九
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
五
所
川
原
に
お
い
て
、
「
仮
称
・

エ
ル
ム
の
街
」
の
商
業
施
設
の
核
庖

舗
と
し
て
の
出
庖
に
関
し
、
五
所
川

原
市
土
地
開
発
公
社
(
小
山
内
有
義

理
事
長
)
立
ち
会
い
の
も
と
に
基
本

約
定
害
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
約
定
書
に
よ
る
と
、
街
づ
く
り

会
社
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
車
社

会
に
対
応
し
た
新
し
い
商
業
施
設
の

実
現
を
め
ざ
し
、
特
定
商
業
集
積
整

備
法
を
活
用
し
て
地
元
商
業
の
活
性

化
を
図
り
、
側
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
豊

富
な
経
験
と
実
績
を
も
と
に
、
こ
の

商
業
施
設
の
成
功
の
た
め
、
核
庖
舗

と
し
て
出
庖
し
、
さ
ら
に
両
社
は
お

互
い
の
役
割
を
理
解
し
、
相
協
力
し

て
新
し
い
商
業
施
設
の
開
発
を
図
っ

て
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
の
生

活
向
上
に
貢
献
す
る
と
い
う
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー

・
五
所
川
原
街
づ

く
り
会
社
は
、
平
成
四
年
四
月
に
設

立
さ
れ
、
五
年
三
月
に
「
エ
ル
ム
の

街
」
開
発
計
画
の
基
本
構
想
の
説
明

を
行
い
、
市
内
唐
笠
柳
地
区
に
約
十

八
万
九
千
三
百
平
方
灯
の
新
商
業
街

区
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て
、

①
市
策
定
の
二
十
一

世
紀
五
所
川
原

市
総
合
計
画
「
シ
テ
ィ
二
十
一
構
想
」

の
中
で
街
守
つ
く
り
型
商
業
地
区
の
形

成
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
②
商
工

会
議
所
策
定
に
よ
る
「
五
所
川
原
地

域
商
庖
街
活
性
化
実
施
計
画
策
定
事

業
」
に
お
け
る
新
商
業
街
区
整
備
事

業
計
画
の
中
の
新
商
業
街
区
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
的
と
し
て
、
①
街
づ
く
り

H
西

北
五
の
中
核
都
市
五
所
川
原
に
、
地

域
住
民
の
利
便
を
向
上
さ
せ
る
機
能
、

や
す
ら
ぎ
と
満
足
感
を
得
ら
れ
る
機

能
、
並
び
に
娯
楽
性
を
持
つ
機
能
を

整
え
た
新
し
い
市
街
地
の
形
成
を
め

ざ
し
、
他
に
類
を
み
な
い
官
民
一
体

と
し
て
の
複
合
的
街
づ
く
り
の
先
導

的
役
割
を
果
た
し
、
②
庖
.つ
く
り
日

青
森
、
弘
前
と
の
都
市
間
競
争
に
打

ち
勝
ち
、
西
北
五
に
お
け
る
確
立
さ

れ
た
五
所
川
原
商
圏
を
生
か
す
施
設

の
内
容
と
規
模
に
し
、
ま
た
市
街
地

既
存
商
業
街
区
に
は
協
調
性
の
あ
る

新
し
い
商
業
空
間
を
提
供
し
、
地
元

商
業
発
展
の
礎
と
な
り
、
③
人
づ
く

り
H
事
業
推
進
に
よ
り
商
業
ポ
テ
ン

シ
ャ
リ
テ
イ
を
向
上
さ
せ
、
地
元
商

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

商
業
を
中
心
と
す
る
雇
用
機
会
の
増

大
及
び
若
年
層
の
流
出
抑
制
を
す
る

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
手
流
通
企
業
で
あ
る
附

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
「
エ
ル
ム
の
街
」

出
居
決
定
は
、
今
後
の
事
業
計
画
実

現
へ
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
、

十
一
月
に
地
元
商
庖
へ
の
説
明
会
を

聞
き
、
八
十
庖
の
テ
ナ
ン
ト
を
募
集

2

し
て
、
最
終
的
に
九
年
春
の
オ
l
プ

ン
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
の

横
断
幕
を
贈
る
平成7年10月1日

i i 
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
山

内
正
孝
会
長
)
は
九
月
十
四
日
、
五

所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に

交
通
事
故
防
止
を
訴
え
る
横
断
幕
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
横
断
幕
は
「
忘
れ

な
い
で
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し

ょ
う
ね
」
な
ど
の
標
語
が
書
か
れ
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
日
か
ら
警
察

署
庁
舎
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
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ポスター部門審査会場 

交通事故概況（務錆現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

交通安全は家庭から 

県 	内 五所川原市管内 
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 ( ）内は前年対上ヒ 
―見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全― 

全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
が

交
通
安
全
意
識
の末
端
浸
透
を
は
か

る
た
め
、
全
国
を
七
コ
ー
ス
に
分
け

リ
レ
ー
形
式
で
結
ぶ
『
み
ん
な
で
す

す
め
る
交
通
安
全
』
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
九
月
十
二
日
、
東
北
コ

ー
ス

最
終
地
と
し
て
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

途
中
、
沿
道
の
さ
く
ら
保
育
園
、
 

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
、
五
所
川
原
保
育

園
で
は
、
園
児
た
ち
が
黄
色
の
帽
子

を
か
ぶ
り
、
黄
色
の
小
旗
を
ふ
っ
て

出
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
お
ま
つ
り
広
場
で
五
所

川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会

員
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
て
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
 
 

旗
が
長
沢
京
子
会
長
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
江
藤
総
務
庁
長
官
よ
り
佐

々
木
市
長
（
「
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
、
市
長
は
長
官
（
の
決
意
表

明
と
し
て
「
こ
こ
ろ
の
ベ
ル
ト
を
し

っ
か
り
と
」
と
直
筆
し
、
そ
の
色
紙

を
間
宮
安
子
（
全
国交
母
連
会
長
）
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
中
央
小
一
年
の
エ
藤
千
尋

さ
ん
、
千
里
さ
ん
の
双
子
の
姉
妹
が
 

「私
た
ち
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
を
約
束
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
て
、
間
宮
会
長
に
歓
迎
の
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。
 

去
る
九
月
六
日
、
五
所
川
原
地
区

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
（
会
長
・
五

所
川
原
市
長
）
は
、
五
所
川
原
警
察

署
で
第
四
回
暴
力
追
放
作
品
コ
ン
ク
 

ー
ル

（
主催
・
暴
力
追
放
青
森
県
民

会
議
）
地
区
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
標
語
部
門
に

高
校
か
ら
十
三
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門

に
中
学
校
か
ら
三
十
六
点
、
高
校
か

ら

一
点
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
員
に
は
 

成
田
長
八
郎
五
所
川
原
警
察
署
長
ほ

か
、
協
議
会
役
員
が
出
席
し
、
審
査

に
当
た
り
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
標
語
部
門
で
高
校
の

部
六
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
中
学

校
の
部
八
点
、
高
校
の
部
一
点
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
県
民

会
議
（
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

と
お
り
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。
 

［
五
所
川原
地区
入
賞
山
 

標
語
部
門
 

・

高
等
学
校
の
部
 

金
賞
 
平
山
 
忠
臣
（
五農
高
三
年
）
 

銀
賞
 
舘
山
 

恵
（
五
所高
二
年
）
 

暴
力

は
 

親
泣
き
友
泣
き
 

自
分
泣
く
 

銅
賞
 
野
呂
 景
子
（
五所
高
二
年
）
 

佳
作
 
三
浦
 

航
（
五所
高
一
年
）
 

佳
作
 
加
藤
 
妃
和
（
五所
高
二
年
）
 

佳
作
 
長
尾
 
佳
苗
（
五農
高
一
年
）
 
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

・

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
太
田
め
ぐ
み
（
五
 中
一
年
）
 

銀
賞
 
水
谷
 
文
香
（
五
 中
三
年
）
 

銅
賞
 
藤
田
 
道
子
（
五
 中
三
年
）
 

佳
作
 
上
原
 
志
穂
（
五
 中
三
年
）
 

佳
作
 
斎
藤
早
智
子
（
五
 中
三
年
）
 

佳
作
 
鈴
木
 
裕
里
（
五
 中

一
年
）
 

佳
作
 
斎
藤
あ
ず
さ
（
五
 中

一
年
）
 

佳
作
 
水
島
 
直
輝
（
五
 中
三
年
）
 

・

高
等
学
校
の
部
 

金
賞
 
寺
沢
留
美
子
（
五
一高
一
年
）
 

［
か県
民
会
議
入
賞
者
］
 

標
語
部
門
 

銅
賞
 
平
山
 
忠
臣
（
五農
高
三
年
）
 

暴
力

団
 

地
域

の
み
ん
な
で
 

追
い
払
お
う
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

銀
賞
 
水
谷
 
文
香
（
五
一
中
三
年
）
 

銅
賞
 
太
田
め
ぐ
み
（
五
一
中
一
年
）
 

銅
賞
 
藤
田
 
道
子
（
五
一中
三
年
）
 

銅
賞
 
上
原
 
志
穂
（
五
一
中
三
年
）
 

曾

意
の

花
か
ご

口
I

っ
も
あ
り
が
と
つ
」
ざ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

〇
五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

（敦
賀
喜
久
蔵
会
長
）
H

三
十

一
万
円
o
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全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
が

交
通
安
全
意
識
の
末
端
浸
透
を
は
か

る
た
め
、
全
国
を
七
コ

l
ス
に
分
け

リ
レ

l
形
式
で
結
ぶ

『
み
ん
な
で
す

す
め
る
交
通
安
全
』
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
九
月
十
二
日
、
東
北
コ

l
ス

最
終
地
と
し
て
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

途
中
、
沿
道
の
さ
く
ら
保
育
園
、

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
、
五
所
川
原
保
育

園
で
は
、
園
児
た
ち
が
黄
色
の
帽
子

を
か
ぶ
り
、
黄
色
の
小
旗
を
ふ

っ
て

出
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
お
ま
つ
り
広
場
で
五
所

川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会

員
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
て
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

旗
が
長
沢
京
子
会
長
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
江
藤
総
務
庁
長
官
よ
り
佐

々
木
市
長
へ
「
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
、
市
長
は
長
官
へ
の
決
意
表

明
と
し
て

「
こ
こ
ろ
の
ベ
ル
ト
を
し

っ
か
り
と
」

と
直
筆
し
、
そ
の
色
紙

を
間
宮
安
子
(
全
国
交
母
連
会
長
)

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
に
託
し
ま
し
た
。

最
後
に
中
央
小
一
年
の
工
藤
千
尋

さ
ん
、
千
里
さ
ん
の
双
子
の
姉
妹
が

「
私
た
ち
は
交
通
ル

l
ル
を
守
る
こ

と
を
約
束
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
て
、
間
宮
会
長
に
歓
迎
の
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。一

p
り・刀庭家土全安通交

県 内 五所川原市管内

発生 5，h30 218 6 
-2) (-3 6) 

死者 95 6 
(+ 1 0) (+ 2) 

傷者 6fy70 260 0 
100) (-40) 

J 、ーー且ー直也 、~~_'__ "I 

去
る
九
月
六
日
、
五
所
川
原
地
区

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
(
会
長

・
五

所
川
原
市
長
)
は
、
五
所
川
原
警
察

署
で
第
四
回
暴
力
追
放
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
(
主
催

・
暴
力
追
放
青
森
県
民

会
議
)
地
区
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
標
語
部
門
に

高
校
か
ら
十
三
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門

に
中
学
校
か
ら
三
十
六
点
、
高
校
か

ら
一
点
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
員
に
は

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全一

成
田
長
八
郎
五
所
川
原
警
察
署
長
ほ

か
、
協
議
会
役
員
が
出
席
し
、
審
査

に
当
た
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
標
語
部
門
で
高
校
の

部
六
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
中
学

校
の
部
八
点
、
高
校
の
部

一
点
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
県
民

会
議
へ
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

と
お
り
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

ポスタ一部門審査会場

同
闘
岡
幽

・
高
等
学
校
の
部

金
賞
平
山
忠
臣
(
五
農
高
三
年
)

銀
賞
舘
山
恵
(
五
所
高
二
年
)

暴
力
は
親
泣
き
友
泣
き

自
分
泣
く

イ圭イ圭 イ圭盆同
作作作賞

長加三野
尾藤浦日

景
子
(
玉
所
高
二
年
)

航
(
五
所
高

一
年
)

妃
和
(
五
所
高
二
年
)

佳
苗
(
五
農
高
一
年
)

善
意
の
お
か
ご

t
u
E
 

・
中
学
校
の
部

金
賞
太
固
め
ぐ
み
(
五
一
中
一
年
)

銀
賞
水
谷
文
香
(
五

一
中
三
年
)

銅
賞
藤
田
道
子
(
五

一
中
三
年
)

佳
作
上
原
志
穂
(
五

一
中
三
年
)

佳
作
斎
藤
早
智
子
(
五

一
中
三
年
)

佳
作
鈴
木
裕
里
(
五

一
中

一
年
)

佳
作
粛
藤
あ
ず
さ
(
五

一
中

一
年
)

佳
作
水
島
直
輝
(
玉

一
中
三
年
)

.
高
等
学
校
の
部

金
賞
寺
沢
留
美
子
(
五
一
高
一
年
)

霊園 寸 1

T岡 雲
冨 議
三E 入
車 賞
三 者
:s 1..ーー・J

暴
力
団

地
域
の
み
ん
な
で

追
い
払
お
う

銀
賞
銅
賞
銅
賞
銅
賞

上藤太水
原田田谷
め

志道ぐ文
穂子み香

五五五五

中中中中

年年年年

平成7年10月1日

ー

ど
う
も
あ
り
が
と
う
、」
さ
い
ま
す

。
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

0
五
所
川
原
市
文
化
振
興
会
議

(
敦
賀
喜
久
蔵
会
長

)
H
三
十
一
万
円
。
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乗馬体験コーナー 五所川原幼稚園の 
鼓笛隊演奏 

おっかなびっくり。 
動物ふれあい広場 

何びき釣れるかな？ 
魚釣り大会 

＆
《d
●
人柔
．●A
含
．耐概
伊
 

筈
 

こんなにお利口さん。 
犬のしつけ教室 

出来るだけ長～くC 
リンゴ皮むき競争 

九
月
十
五
日
、
岩
木
川
河
川
敷
に

お
い
て
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
＆
コ
ス

モ
ス
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、盛
り
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
市
民
、
子
供

た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

ドッジボール大会 安いよ／安いよ．/ 
フリーマーケツト 

力ッコイイな。 
ビーフアイター 

夢畷勢~聾，夢●纏響嘱響●響響難離夢議難●響難灘，難・嚇夢雌響鍵舞夢晦響詳難響晦曹響憐響ぎ「舞夢灘糞「麟夢嘩響畷夢噂 

平成 7年10月 1日 4 

五所川原幼稚園の
鼓笛隊演奏

何びき釣れるかな?
魚釣り大会

出来るだけ長~く 。
リンゴ皮むき競争

九
月
十
五
日
、
岩
木
川
河
川
敷
に

お
い
て
岩
木
川
河
川
ま
つ
り
&
コ
ス

モ
ス
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
盛
り
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
市
民
、
子
供

た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ドッジボール大会安いよ/安いよ/
フリーマーケット

f々
J
l
 
ア。
な
フ
イ
一
イ
ピコ

リノ力

4 平成7年10月1日



保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
 

り
行
い
ま
す
。
 （
物
件
番
号8
は
除
 

き
ま
す
。）
 

団
 
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
が
、
農
地
転
用
 

が
必
要
で
す
。
 

図
 
抽
選
の
参
加
に
必要
な
書
類
 

‘
①
抽
選
参
加
申
込
書
 

②
住
民
票
抄
本
 

,
 

③
身
分
証
明
書
 

国
 
募
集
期
間
 

平
成
七
年
十
月
二
日
の
か
ら
十
月
 

＋
七
日
圏
ま
で

（
土曜
日
、
日
曜
 

日
、
祭
日
は
除
き
ま
す
。）
 

囲
 
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

平
成
七
年
十
月
二
十
三
日
囲
 

午
後
一
時
三
十
分
 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
 

土
地
売却
食
瞬蝿

鷺

畿
難

f
 
一
 

国
 
契
約
の
締
結
日
等
 

①
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
十
臣
以
 

内
と
し
ま
す
。
 

②
契
約
保
証
金
は
一
〇
〇
分
の
五
 

以
上
と
し
ま
す
。
 

③
売
買
代
金
は
六
十
日
以
内
に
納
 

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

13.1 4.15.16 101' 12 

物件
番号 巨履向 単価（⑨ 売却価格 用途区分 道路幅員 

(m) 

1 
r 

284 33,000 9,372,000 第一種 6 

2 502 54,500 27,359,000 第一種 25 

3 684 54,500 37,278,000 第一種 25と 6 

4 303 31,000 9,393,000 第一種 6 

5 303 31,000 9,393,000 第一種 6 

6 249 31,000 7,719,000 第一種 6 

7 335 31,000 10,385,000 第一種 6 

S 2.347 （一般競争入札） 住 居 22 

9 363 33,000 11,979,000 第一種 6 

m
 

 
286 31,000 8,866,000 第一種 6 

11 286 31,000 8,866,000 第一種 6 

12 304 33,000 10,032,000 第一種 6 

13 306 31,000 9,486,000 第一種 6 

114 334 31,000 10,354,000 第一種 6 

1.5 313 31,000 9,703,000 第一種 6 

16 294 31,000 9,114,000 第一種 6 

17 443 33.000 14,619,000 第一種 6 

18 297 31,000 9,207,000 第一種 6 

19 300 29,000 8,700,000 準工業 6 

20 243 48,700 11,834,100 準工業 22 

●物イ牛番号 8 は日用l必需品店舗用地です。 

●売却は一般競争入札により行いますので、事前に

参加資格等確認してください。 

物件位置図 
（道路は計画中を含む） 

申し蔀寺繊論繊発課区画整理室 驚5-21112 2 8 2 9 1 

5 平成 7年10月 1日 

、
 

保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ

り
行
い
ま
す
。

(
物
件
番
号
8
は
除

き
ま
す
。)

回

土
地
の
概
要

現
況
は
宅
地
で
す
が
、
農
地
転
用

が
必
要
で
す
。

国

抽
選
の
参
加
に
必
要
な
書
類

山
抽
選
参
加
申
込
書

間
住
民
票
抄
本

同
身
分
証
明
書

圏

募
集
期
間

平
成
七
年
十
月
二
日
開
か
ら
十
月

十
七
日
幽
ま
で
(
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祭
日
は
除
き
ま
す
。)

団

抽
選
の
日
時
及
び
場
所

平
成
七
年
十
月
二
十
三
日
開

午
後

一
時
三
十
分

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館

固

契
約
の
締
結
日
等

川
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
十
匹
以

内
と
し
ま
す
。

ω契
約
保
証
金
は

一
O
O分
の
玉

以
上
と
し
ま
す
。

間
売
買
代
金
は
六
十
日
以
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

物番件号 面積(姉 単価(円) 売却価格 用途区分 道路(m幅)員

1 284 33，000 9，372，000 第一種 6 

2 502 54，500 27，359，000 第一種 25 

3 684 54，500 37，278，000 第一種 25と6

4 303 31，000 9，393，000 第一種 6 

5 303 31，000 9，393，000 第一種 6 

6 249 31，000 7，719，000 第一種 6 

7 335 31，000 10，385，000 第一種 6 

8 2，347 (一般競争入札) イ主 居 22 

9 363 33，000 11，979，000 第 一種 6 

10 286 31，000 8，866，000 第一種 6 

11 286 31，000 8，866，000 第一種 6 

12 304 33，000 10，032，000 第一種 6 

13 306 31，000 9，486，000 第一種 6 

14 334 31，000 10，354，000 第一種 6 

15 313 31，000 9，703，000 第一種 6 

16 294 31，000 9，114，000 第 一種 6 

17 443 33，000 14，619，000 第一種 6 

18 297 31，000 9，207，000 第一種 6 

19 300 29，000 8，700，000 準工業 6 

20 243 48，700 11 ，834， 100 準工業 22 

事前に

-物件番号 8は日用必需 品店舗用地です。

・売却は一般競争入札により行いますので、

参加資格等確認してください。

~N 

至弘前・鶴田

宮 35-2111
内線228・29 1 区画整理室

申し込み及び問い合わせ先

都市建設部都市開発課

平成7年10月1日5 



五所川原市乳幼児医療費給付事業 
制度改正のお知らせ 

当市では、乳幼児の保健および出生育児環境の向上に寄与することを目的に、 所得制限

の緩和と、対象年齢および対象医療費の拡；大を平成 7 年 10月診療分から次のように実施

します。 

改正項目 月勾戎 7年 9月30日まて了 月勾戎 7年10月 1日から 

保険種別 国 	イ呆 社 	pi志 国 	保 ネ土 	イ呆 

対象年齢 

お よ び 

対象医療費 

乳 児 
メ、院 ・ 夕I、来 
（現物糸討寸） 

入 院 ・ 夕1、来 
（償還払い） 

フ、 院 ・ 夕1、来 
（現物給イ寸） 

入 院 ・ 外来 
（償還払い） 

1歳児 メ、 	 院 
（償還」ム い） 

ス、 	院 	・ 	タ1、 	来 
（イ賞還」ム い） 

2歳児 
ブ、 	院 	・ 	タI、 	来 

（償還手三l、い） 

3歳児 
メ、 	院 	・ 	夕1、 	来 

（償 還」ム い） 

入院時食事療養費標準負担額 入院時食事療養費標準負担額 

所得制限 
準拠 
児童手当の支給に係る所得制限（一般）に 児童扶養手当の支給に係る所得制

限（一部支給）に準拠 

実施時期 平成 5年10月1日 平成 7年10月1日 

注 現物給付の場合】医療機関で医療費（保険診療分）の負担はありません。 

償還払いの場合】医療機関にて支払いの後、国民健康保険窓口に領収書、保険証、 

乳幼児資格証、印鑑、保護者の通帳（郵便局は不可）を持って申請 

してください。 

乳 児『出生の日から1歳に達する日の属する月の末日までの児童 

1歳児】1歳に達した日の属する月の翌月の初日から 2歳に達する日の属する月の末日ま 

での児童 

2 歳児『 2歳に達した日の属する月の翌月の初日から 3歳に達する日の属する月の末日ま 

での児童 

3歳児】3歳に達した日の属する月の翌月の初日から4歳に達する日の属する月の末日ま 

での児童 

『 
☆この制度の適用を受けるには 

対象となる乳幼児の保護者は、 「受給資格証」の交不十申請をしてください。 

~ 	 必要なもの ・対象者（乳幼児）の加入被保険者証 

’ 	 ・印 鑑 

（平成7年1月1日以降五所川原市に転入された方は、平成 6年分の 

所得等の証明書カも必要です。） 

☆現在「受給資格証」が交付されている保護者の皆様へ 
既に「受給資格証」が交付一されている方は、資格証の有効期限まで引き続き使月手できま

す。有効期限満了後、 「受給資格証」の更新手続きをしてください。 

     

 

お問い合わせは 国保年金課保険給付係 
内線 263・271 

 

     

  

一市税の納期 
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当市では、乳幼児の保健および出生育児環境の向上に寄与することを目的に、所得制限

の緩和と、対象年齢および対象医療費の拡大を平成 7年 10月診療分から次のように実施

します。

改 正 項目

保険種別
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|入院・外来 :入院・外来 |入院 ・外来 i入院 ・外来乎L _!'Et. I ./" /~~ ~ .6A. ~，，/1'- ./ '-I ';:.J;: "'.at+1  ~ 1，' ¥ /1' 
(現物給付) (償還払い) (現物給付) (償還払い)

対象年齢 I'-='1'> I 入 院 | 入院 ・ 外来1歳児 ./'-/ lr.M~ 'a:!. +f 1 " '¥ I ... ../I.J I 
(償還払い) I (償還払い)

およびI..-='1'> I 入院 ・ 外 来2歳児
(償還払い)

対象医療費 I.. -='1'> I 入院・外来3歳児 II (償還払い)

入院時食事療養費標準負担額 | 入院時食事療養費標準負担額

児童手当の支給に係る所得制限(一般)に|児童扶養手当の支給に係る所得制
所得制限 | | 

準拠 |限(一部支給)に準拠

実施時期 | 平成5年10月 1日 | 平成7年10月 1日

注 :現物給付の場合 .医療機関で医療費(保険診療分)の負担はありません。

償還払いの場合 :医療機関にて支払いの後、国民健康保険窓口に領収書、保険証、

乳幼児資格証、印鑑、保護者の通帳(郵便局は不可)を持って申請

してください。

乳 児:出生の日から 1歳に達する日の属する月の末日までの児童

1歳児 1歳に達した日の属する月の翌月の初日から 2歳に達する日の属する月の末日ま

での児童

2歳児 ・2歳に達した日の属する月の翌月の初日から 3歳に達する日の属する月の末日ま

での児童

3歳児 3歳に達した日の属する月の翌月の初日から 4歳に達する日の属する月の末日ま

での児童

大この制度の適用を受けるには
対象となる乳幼児の保護者は、「受給資格証」の交付申請をしてください。

必要なもの ・対象者(乳幼児)の加入被保険者証

・印鑑

(平成 7年 1月 1日以降五所川原市に転入された方は、平成6年分の

所得等の証明書が必要です。)

大現在「受給資格証」が交付されている保護者の皆様ヘ
既に「受給資格証」が交付されている方は、資格証の有効期限まで引き続き使用できま

す。有効期限満了後、「受給資格証」の更新手続きをしてください。

お問い合わせは 国保年金課保険給付係
内線 263-271 

ノ

乳幼児の健診風景(市保健センタ ー)

五所川原市役所宮35-2111 平成7年10月1日 6 



《秋》の行政相談週間 、 
- 1 0月15日～10月21日二篇篇」二i 

お気軽にご相談ください 

危険物取扱者試験 

ト試験日 〔一般（高校生以外の学生も含む）〕 

11月12日 （日） 

〔高校生〕 11月19日 （日） 

ト試験会場 〔一般〕青森公立大学、弘前東 

工業高等学校 

〔高校生〕 青森工業高等学校、弘前東 

工業高等学校 

ト種別 甲種、 乙種、丙種 

ト受付期間 10月 2 日～10月11日 

※願書は消防本部及び消防署にあります。 

トお問い合わせ 消防本部予防課 

合 35 - 2019 

危険物取扱者試験事前講習会」 

ト講習日 消防法令一11月1日 （水） 9時～ 

17時三 

物理化学-11月 2 日 （木） 9時～17時
ト講習会場 北地方教育会館（市内上平井町） 

ト受 付 当日会場にて8時30分から行いま 

す。 

ト問い合わせ 木木寸石，由 容34 - 3165 
※なお、駐車場が狭いため、 自家用車でのこ丁

来場をご遠慮願います。 

豊かな社会づくりをめざして 
へ-10月は郵便貯金月間～ 

郵便貯金は、国の財政投融資を通じて、住

宅建設、生活環境整備、 中小企業や農林漁業

の振興、厚生福祉・文教施設拡充など様々な

分野で貢献しています。 

1 五所川原郵便局では、窓口ロビーにおい

て一、 10月 2 日～13日まで、国際ボラン

ティア貯金のパネル展を開催するとともに 

10月 6 日の国際ボランティア貯金の日に

ちなみ、 l 0月6日～ 1 3日の加入者に粗

品を贈呈します。 

2 市民に楽しんで戴くため市の花（野花菖

蒲）の苗100株を五所川原市へ寄贈します。 

3 市民ギャラリーとして郵便局ロビーにお

いて、 10月16日～1 1月 2 日まで、ヲ二

葉幸子さん （広日3) のパッチワーク展を開

催します。 

7 平成 7年10月1日 

お知らせ 
県営スケート場ー 

スケートリンクオープン！ 
県営スケート場では、10月 7 日（土）に今シ 

ーズ’ンのスケートリンクをオープンします。 

.10月 7 日（土）、 8 日（日）の両日、オープン

記念お楽しJ甘由選会を行います。 

ト利用期間 月勾戎7年10月 7 日～平成 8年 5 
月 6 日（毎週月曜日は休場となります） 

ト利用時間 10 】 00- 20 】 00 

在宅ねたきり老人介護者ノ、 

慰労金を支給します」 
市では 5年度から在宅ねたきり老人及び介

護者に対して見舞品及び慰労金を支給してお

ります。 

ねたきり老人とは、市内に住所を有する満 

65歳以上の方で、一日中ほとんど」末に臥して

おり、食事、用便、入浴など日常生活に支障

があり、介護を必、要とする】伏態が 5 カ月以上

継続している方のことです。 

介護者とは、ねたきり老人の扶養義務者と

その相lの方で、ねたきり老人と同居して介護

をしている方のことです。 

ト申請受付期間 6月16日から11月15日まで。 

なお、支給は年1回で12月です。 

ト申請及び問い合わせ 市福祉事務所高齢者

対策課 内線（210）及び各支所 

＊官公庁等への手続き方法はどうしたらよい 

のか。 

＊道路や側溝が破損したり、交通安全施設が 

なくて危険てgある。 

＊騒音、振動、悪臭等公害に悩まされブている。 

＊登記、国土調査、農地、年金等でのこと・て了 

困っている。 

ト相談日程 10月17日（火） 9時～12時 

トところ 市中央公民館（第2、第 3会議室） 

ト問い合わせ 市総合サービス課 

容内線281・282 
＼ト行政相談員 浮田長一郎、宮本ノリ 

※青森行政監察所の庄司雅彦行政相談官も同× 
席されオ目談を」三5受けします。 

ト利用料金 	小学牛及1ド幼界 	lOOrq 小学生及び幼児 100円 
中 学 生 200円 
高 校 生 300円 
一 般 520円 
貸スケー ト靴 310円 

, 

、 

※青森行政監察所の庄司雅彦府政相談官も同ヘ

席され相談をお受けします。

| お気軽にご相談ください |

「危険物取扱者試験寸
惨試験日 〔一般(高校生以外の学生も含 む)J 

11月12日(日)

〔高校生J 11月19日(日)

砂試験会場 〔一般〕青森公立大学、弘前東

工業高等学校

〔高校生〕 青森工業高等学校、弘前東

工業高等学校

砂種別 甲種、乙種、丙種

砂受付期間 10月 2 日 ~10月 11 日

※願書は消防本部及び消防署にあります。

砂お問い合わせ 消防本部予防課

を霊35-2019 

「危険物取扱者試験事前講習会1
修講習日 消防法令-11月 1日(水) 9時~

17日寺

物理化学-11月 2日(木) 9 時~17時

砂講習会場 北地方教育会館(市内上平井町)

砂受付 当日会場にて 8時30分から行いま

す。

砂問い合わせ 木村石油 宮34-3165 

※なお、駐車場が狭いため、自家用車でのご

来場をご遠慮J顧し、ます。

「豊かな社会づ、くりをめざして1
L""10月は郵便貯金月間"，，__j
郵便貯金は、国の財政投融資を通じて、住

宅建設、生活環境整備、中小企業や農林漁業

の振興、厚生福祉 ・文教施設拡充など様々な

分野で貢献しています。

1 五所川原郵便局では、窓口ロビーにおい

て、 1 0 月 2 日 ~1 3日まで、 国際ボラン

ティア貯金のパネル展を開催するとともに

1 0月 6日の国際ボランティア貯金の日に

ちなみ、 1 0 月 6 日 ~13 日の加入者に粗

品を贈呈します。

2 市民に楽しんで、戴くため市の花 〈野花菖

蒲〉の苗 100株を五所川原市へ寄贈します。

3 市民ギャラリーとして郵便局ロビーにお

いて、 1 0月 16 日~ 1 1月 2日まで、 千

葉幸子さん(広田〉のパッチワーク展を開

催 します。

7 平成7年10月1日

l お知らせ I
仁県営スケート場 i 

スケートリンクオープンf」
県営スケート場では、 10月 7日(土)に今シ

ーズンのスケートリンクをオープ ンします。

※10月 7日(土)、 8日(日)の両日、オープン

記念お楽しみ抽選会を行います。

砂利用期間 平成7年10月 7日~平成8年 5

月 6日(毎週月曜日は休場となります)

砂利用時間 10: 00~20 : 00 

砂利用料金 |小学生及び幼児
中学生
高校生

般
貸スケー卜靴

100円
200円
300円
520円
310円

「在宅ねたきり老人介護者ヘ一一「

L___慰労金を支給しますJ
市では 5年度から在宅ねたきり老人及び介

護者に対して見舞品及び慰労金を支給してお

ります。

ねたきり老人とは、 市内に住所を有する満

65歳以上の方で、 一 日中ほとんど床に臥して

おり、食事、用便、入浴など日常生活に支障

があり、介護を必要とする状態が 5ヵ月以上

継続している方のことです。

介護者とは、 ねたきり老人の扶養義務者と

その他の方で、ねたきり老人と同居して介護

をしている方のことです。

惨申請受付期間 6月16日から11月15日まで。

なお、支給は年1回で12月です。

砂申請及び問い合わせ 市福祉事務所高齢者

対策課内線(210)及び各支所

《秋》の行政相談週間
-10月15日"-'1 0月21日-

*官公庁等への手続き方法はどうしたらよい

のか。

*道路や側溝が破損したり、交通安全施設が

なくて危険である。

*騒音、振動、悪臭等公害に悩まされている。

*登記、国土調査、農地、年金等でのことで

困っている。

砂相談日程 10月17日(火) 9 時~12時

惨ところ 市中央公民館(第 2、第 3会議室)

惨問い合わせ 市総合サービス課

宮内線281・282

'¥砂行政相談員 津田長一郎、宮本ノリ
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毘 沙 門 地 区 毘沙門・長富 
コ ミュニテイセンター 
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鵬
 

長 富 地 区 長富消 防セ ン タ ー 

7
  

火
  
小 曲 地 区 農 村 婦 人 の 家 

※御都合のよい会場へ御出席ください。 

ト間い合わせ先 市保健環境課廿内線269 

―学園祭「東日流祭」を開催r 
青森職業能力開発短期大学校 

トとき 10月14日（土） ・15日（日）の 2 日間

午前10時～午後 4 時 

トところ 市内飯詰 青森職業能力開発短期

大学校（ポリテクカレッジ青森） 

トイベント 各科（生産技術科／制御技術科

電子技術科／情報技イ府科）の出展 

模擬店など 

ト間い合わせ 東日流祭実行委員会廿37-3201 

蕊馨編慧とこ 
ト日時 10月18日（水） 9 : 30-12 : 00 

ト場所 市民体育館 

ト対象 どなたでも 

ト講師 五所川原市体育指導委員 

ト種目 〇ソフトバレー （やわらかいボール 

を使った 4 人制のバレー） 

〇イ ンテ’ァカ （大きな月財艮を使った 

4 人制のバレーのようなゲーム） 

〇チャレンジ・ーザ・づ1’ーム 

・バンブーダンス （みんなそろっ

って竹をとぶゲーム） 

・キャッチング・ーザ・スティ ック 

（ステックを移動しながらつかむゲーム） 

〇リズム・ダンス （若さを保つ簡単

な体操） 

ト服装 運動のできる服装（ズックは必ずり

ト申し込み 10月16日（月） まて、 

雪 35-8685 藤田 か35 -1292 山内

ト主催 五所川原市婦人スポーツ協議会 

ト間い合わせ先 教育委員会生涯スポーツ課 

雪 35 -2111 内線 248 

2回市民と語るゴlミ減量化 

談会』驚開催麟先l纏議 
第 1 回懇談会の報告及びこれからの「コ’ミ」 

減量化の方針を意見交換しながら、計画を作

成することになりましたので、多数のご参集

をお、願いいたします。 

ト日程と場所 ト時間 各会場午後2 時より 

曜日 地域及び町名 開 催 場 所 

●
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若葉第 1 ・若葉第 
2 ・芭蕉・新宮‘ 
ニュウタウン新宮・
市営住宅・県営住宅 

森 の 家 集 会 所 

中平井町・下平井町 
・さっき町・敷島町 
・東雲町・雛田町 

しきしま 
コミュニテイセンター 

17 火
 
舞

麓
嘉
護
叫
 

寺町・岩木町・錦
町・大町・本町・
川端町・末広町・
旭町・柏原町・上
平井町・平井町‘ 
幾島町・新町 

中央コミュニテイセンター 

第一柳町・第二柳
町・成田町・平和
町・元町・栄町・
田町・不魚住・日
の出町 

富士見 
コミュニテイセンター 

1
 
8
 

 
水
  

一ッ谷・一ッ谷団
地・鳥森 

中 	央 	公 	民 	館 

湊団地町・八重菊 
・第一千鳥町・千
鳥町・湊 

湊 	集 	会 	所 

19 木
  

栄 	地 	区 コミコ，ニテイセンター栄 

23 11門 
中 	 泉 中 	泉 	集 	会 	所 

梅 	 田 コミュニテイセンター梅沢 

24 火 

吹畑‘唐笠柳・石
岡・漆川・二本柳 
・米田 

、
、、
  

吹
 
畑
 
コ
 

ュ
 

ニ消
 
テ
防
 
イ
セ
 

一
 

 ン
 
タ
 水野尾・馬性・野

崎・田中・悪戸・ 
宮田・川代田 

コミュニテイセンター松島 

25 水
  

太刀打・前落一中
村・桃崎一尻無・ 
→野坪・石畑・十
川町 

十 	川 	集 	会 	所 

26 木
  

浅井・福山・豊成 福山コミュニテイ 
消防セ ン タ ー 

杉派立・野里・神
山・松野木・福岡 
・若山・石田坂・
戸沢 

コミュニテイセンター長橋 

30 月
『
 
 

高野・前田野目 高 野 文 化 セ ン タ ー 

持子沢・羽野木沢 
・原子・俵元 

コミュニテイセンター七和 

31 火
  
飯 詰 地 区 コミュニテイセンター飯詰 

11 1
  

水
  

藻川・鶴ケ岡 コミュニテイセンター三好 

高 瀬 ・ 福 井 高 	瀬 集 	会 所 

五所川原市役所 合35- 2111 	 平成 7年10月1日 8 

川山・中泊 ・種井
コミュニティセンター中川

2 木 -田川

桜田?中飯詰 中長 田 集 ぷ百〉、 所
11 毘沙門・長宮
毘沙門地区 コミュニティセンター

6月
長 富 土也 区 長富消防センター

7火 曲 地 区 E皇 キす 婦人 の 家
」ー一

※御都合のよい会場へ御出席ください。

砂問い合わせ先 市保健環境課 宮 内線269

[学問東時祭」を開催~J
青森職業能力開発短期大学校 | 

惨とき 10月14日 (土) . 15日 (日)の 2日間

午前10時 ~午後 4時

惨ところ 市内飯詰 青森職業能力開発短期

大学校(ポリテクカレッジ青森)

砂イベント 各科(生産技術科/制御技術科

電子技術科/情報技術科)の出展

模擬庖など

砂問い合わせ 東日流祭実行委員会宮37-3201

[おtE;\:JO)~l_J
砂日時 10月18日 (水) 9:30~ 12:00 

砂場所 市民体育館

砂対象 どなたでも

砂講師 五所川原市体育指導委員

砂種目 0 ソフ トバレー (やわらかいボー ル

を使った 4人制のバレー)

oインデァカ(大きな 羽根を使った

4人制のバレーのようなゲーム)

0チャ レンジ ・ザ、 .ゲーム

・バンプーダンス(みんなそろつ

って竹をと ぷゲーム)

・キャッチング ・サニ、 ・スティック

(ステックを移動 しながらつかむゲーム)

0 リズム・ダンス(若さを保つ簡単

な体操)

惨服装 運動のできる服装 (ズック は必ず)

砂申し込み 10月16日 (月)まで

ft35-8685 藤田 宮35-1292 山内

惨主催 五所川原市婦人スポーツ協議会

砂問い合わせ先教育委員会生涯スポー ツ課

宮 35-2111 内線 248

五所川原市役所宮35-2111 

¥ I~第2回市民と語る
目 ム

L~議会』機関
第 1回懇談会の報告及びこれからの「ゴミ」

減量化の方針を意見交換しながら、計画を作

成す ることにな りましたので、多数のご参集

をお願いいたします。

砂日程と場所 砂時間 各会場午後2時より

月 Fl 曜日 地域及び凹I名 関 催 場 F斤

若葉第 l・若葉第
2・芭蕉 ・新宮 ・

森 σ〉 苦Z 集 正zz〉z、 所
ニュウタウン新宮・

16 月 市営住宅・県営住宅

中平井判T.下平井町
しきしま

-さつき町 ・敷島町
コミュニテイセンター l

-東雲町・雛回町

寺町・岩木町・錦

問T.大町・本町・
川端町 ・末広町・

中央コミュニティセンター
旭町 ・柏原町 ・上

平井町 ・平井町 ・

17 火 幾島町・新町

第一柳田T.第二柳
町・成田町・ 平和

富士見
田T.元町・ 栄町・

コミュニティセンター
田町 ・不魚住 ・日

の出町

ーツ谷 ・ーツ谷団
中 央 公 民 館

地・ 烏森

18 水 湊団地町・ 八重菊
-第一千鳥町・千 j奏 集 」Z〉ミ、 所

鳥田T.i奏

10 19 木 栄 土也 区 コミュニティセンター栄

中 泉 中 泉 集 7tZ込" 所
23 月
梅 田 コミュニティセンター梅沢|

I次畑・唐笠柳・石
吹畑コ ミュニティ | 

問 ・漆川・ 二本柳
消防センター

-米国
24 火
水里子尾・馬性・皇子

崎・田中・ 悪戸 ・ コミュニティセンター松島

宮田 ・川代田

太万打・円IJ苅・中

25 水
村 ・桃山奇・尻無 ・

十 111 集 ~ ミ 所
一野坪・石畑・十

111町

浅井 ・福山・豊成 福山コミューアイ消防センター

26木
杉派立 ・里子里 ・神

山・松野木・福岡

-若山・石田坂 ・
コミュニティセンター長橋

戸沢

品里子 ・育iJ回里子目 前野文化セ ンター

30丹 持子沢 ・羽野木沢
-原子 ・俵元

コミュニティセンター七和

31火 飯 量ロ土口 地 区 コミュニティセンター飯詰

藻川・鶴ケ岡 コミュニティセンタ一三好
111 1 水

高 j頼・福井 高 j瀬 集 tZ込" 所¥ 

平成7年10月1日 8 



第2回五所川原狼野長根公園 

クロスカントリー大会 
トと き 10月29日（日） 雨天決行 

9時30分出発（8時～ 9時受イ寸） 

トところ 狼野長根公園 

ト種 目 ①小学生の部 1 .5knl ・男 

（②） 同 1.5km・女 

③中学生の部 3 km・男 

（④） 	同 	3 km・女 

⑤高校生の部 6 km・男 

⑥ 	同 	3 knl・女 

⑦一般の部A (35歳未満）6 km 

⑧一般の部B (35歳以上）3 km 

⑨シニアの部（50歳以上）3 km 

⑩一般女子の部 	3 km 

⑩フリーの部 1.5km・男女 

（年齢は大会時満年齢とします） 

※各種目の出発時間は、後日《受付笥王》 

にて通知します 

ト表 彰 全種目8 位まで（(@）を除く） 

全員に参加賞、他に特別賞も多数あり 

ト参加費 小・中・高校生 1,000円 

般 	 2,000円 

ト申し込み受付・問い合わせ 

市内大町36-3 岩谷薬局 2階 

工藤歯科医院 実行委員会 ”34 - 8883 

ト申し込み締め切り 10月11日（水） 

ト主 催 五所川原市陸上競技協会 

ト後 援 五所川原市（財）五所川原市体育協会 

五所川原市教育委員会 

ト秋の収穫祭同時開催 

お野菜などの市場も開催します 

ご家族、お友達、みんなでお越しくださレ、 

もちろん、走者の応援もよろしく．ク 

第6回 

五所川原武道演武祭 
五所川原武道協議会では、 日頃の稽古の成 

果を市民の皆さんにご覧いただくためにi欠の 

とおり演武祭を開催します。 

今年は、太極拳が特別参加します。 

お気軽にお出でください。 

トとき 玉杓戎 7年10月10日 （体育の日） 

9時30分から 

トところ 五所川原市民体育館 

ト主催 五所川原武道協議会（柔道会、剣道 

協会、弓道会、銃剣道協会、空手道協 

会、少林寺拳法協会、相撲協会） 

9 平成 7年10月1日 

第6回市民テニス大会  
L 	  

テニス （硬式）でスポーツの秋を楽しみま 

せんか。五所川原市民及び仕事等で五所川原 

に関係のある方であれば、 どなたでも （小中 

高生を除く）参加できます。 

トとき 10月10日（火） 8時30分 

トところ 市営テニス場 

ト種目 一般男子ダブルスA級・一般女子ダ 

ブルスA級・一般男子ダブルスB級・

一般女子ダブルスB級 

※B級は主に初級者を対象としますの

で、県テニス協会選手登録者及びこれ

と同等の実力を有すると判断される方

はA級に申し込んでください。 

ト参加料 1ペア 3千円 

ト申し込み 10月 6 日（l必着）までに、ペアの

氏名・住所・電話番号・参加種目を記

メ、し、次へ郵送（ハガキ）してください。 

〒Q37 市内稲実字米崎65-12 今井誠一

合 35 一 7672 

ト雨天の場合 当日朝雨天の場合でも、必ず

会場に集合してください。10月10日に

試合ができない場合は、10月15日に順

延となりまーす。 

ト主催 五所川原市テニス協会 

第4回浅川祥作品展 
フランスの女たち（クロッキーン 

トとき 10月 2 日（月）カ、ら 

A 	lo月31日（火）まで 

』醐 	日曜日はお休みです 

ーーー トところ 本町 画廊喫茶 

,:’ 	野村助呼均吉 

’~ ト問い合わせ先 

合 35 - 3927 浅川 

文 化 講 演 会 
ト日 時 10月15日（日） 13鴫 

（入場無料） 

ト場 所 五所川原市立図書館2F 

ト言黄 師 斉藤 利男氏（弘前大学助教授） 

ト演 題 「北方の環濠集落」 

～高屋敷館・観音林遺跡を中心に～ 

ト石！升究発表 岩崎繁芳氏（北奥文化研究会会員） 

「石田坂村百姓生類憐みの令違反事件： 

を追跡して」 

ト主 催 北奥文化研究会 

男

男
男
 

【
 

場
 講
 
演
 

, 

, 
, 

「第2回五所川原狼野長根公園寸

Lクロス力ントリー大会J
惨と き 10月29日(日) 雨天決行

9 時30分出発 (8 時~9 時受付)

惨と ころ狼野長根公園

砂種 目 ①小学生の部 1.5km・男

② 同 1.5km・女

③ 中学生の部 3 km・男

④ 同 3 km ・女

⑤高校生の部 6 km ・男

⑤ 同 3 km ・女

⑦一般の部A (35歳宋満)6 km .男

③一般の部B (35歳以上)3 km .男

③ シニアの部 (50歳以上)3 km .男

⑬一般女子の部 3 km 

Oフリーの部 1.5km・男女
(年齢は大会時満年齢とします)

※各種目の出発時間は、後日《受付証》

にて通知します

砂表彰 全種目 8位まで(@を除く)

全員に参加賞、他に特別賞も多数あり

砂参加費 小 ・中 ・高校生 1，000円

一 般 2，000円

砂申し込み受付・問い合わせ

市内大町36-3 岩谷薬局 2階

工藤歯科医院実行委員会 宮34-8883 

砂申し込み締め切り 10月11日(水)

砂主催 五所川原市陸上競技協会

砂後接 五所川原市側五所川原市体育協会

五所川原市教育委員会

砂秋の収穫祭同時開催

お野菜などの市場も開催します

ご家族、お友達、みんなでお越しください

もちろん、走者の応援もよろしく.ゲ

に宝品JII原武道演武祭」
五所川原武道協議会では、日頃の稽古の成

果を市民の皆さんにご覧いただくために次の

とおり演武祭を開催します。

今年は、太極拳が特別参加します。

お気軽にお出でください。

惨とき 平成 7年 10月 10日(体育の日)

9時30分から

惨ところ 五所川原市民体育館

砂主催 五所川原武道協議会(柔道会、剣道

協会、弓道会、銃剣道協会、空手道協

会、少林寺拳法協会、相撲協会)

9 平成7年10月1日

「第6田市民テ山三ス大会1
テニス(硬式)でスポーツの秋を楽しみま

せんか。五所川原市民及び仕事等で五所川原

に関係のある方であれば、どなたでも(小中

高生を除く)参加できます。

惨と き 10月10日(グく) 8時三30づ土

砂と ころ 市営テニス場

砂種目 一般男子ダ、ブツレスA級・ 一般女子ダ

ブノレスA級・ 一般男子ダブルス B級・

一般女子ダ、フツレス B級

※ B級は主に初級者を対象としますの

で、県テニス協会選手登録者及びこれ

と同等の実力を有すると判断される方

はA級に申し込んで、ください。

砂参加料 1ベア 3千円

砂申し込み 10月 6日(必着)までに、 ベ アの

氏名 ・住所 ・電話番号・参加種目を記

入し、次へ郵送(ハガキ)してください。

干037市内稲実字米崎65-12今井誠一

宮 35-7672 

惨雨天の場合 当日朝雨天の場合でも、必ず

会場に集合してください。 10月 10日に

試合ができない場合は、 10月15日に順

延となります。

砂主催 五所川原市テニス協会

「第4回浅川祥作品展1
」フランスの女たち(クロッキー)_j

惨とき 10月 2日(月)から

10月31日(火)まで

日曜日はお休みです

惨ところ 本町画廊喫茶

野村劫日開苫

砂問い合わせ先

宮 35-3927 浅)11 

「 文一化 講 演 .L::.. 玄 l
砂日 時 10月15日(日) 13日寺

(入場無料)

砂場 R斤 五所川原市立図書館2F

惨講 自市 斉藤 利男氏(弘前大学助教授)

惨演 題 「北方の環濠集落」

~高屋敷館 ・観音林遺跡を中心に~

砂研究発表 岩崎繁芳氏(北奥文化研究会会員)

「石田坂村百姓生類憐みの令違反事件

を追跡して」

砂主催 北奥文化研究会



（手話教室（昼 
期間 10月 7 日～12月16日毎週土曜日胆し祭日は休み） 

時間 9時半～11時 

会場 五所川原市中央公民館 

問い合わせ先 士藤 梁臭 F A X29-3729（ろうあ協会） 
ひろた 

広田まどか TEL・FAX34-3072 （手話サー勿レ） 

期間 10月 4日（水）から月 2回（第 1・3水曜日） 

時間 18時半～ 自由交流 19時～20時手話学習

会場 五所川原市中央公民館 

問い合わせ先 士藤 梁臭 F A X29-3729（ろっあ協会） 
いちのへち か こ 

一戸千加子 T肌 FAX35-6904（青通研） 

主催】囲青森県ろうあ協会五所川原支部 

I~， , I ~ ， 一 ~ ‘L 、~ ＝~ ~ 

「 1勤 c婦人の琢土ン百言再I坐 

1） 茶花教室（県労政課共催事業） 

～野山に咲く草花をあなたのお部屋に～ 

期日 10月17日（火） 

時間 18時30分～20時30分 

講師 鈴木はつえ先生 

定員 25名 

2）お弁当作り教室 

～アイディアいっぱいの行楽のお弁当を 

作ってみませんか～ 

期日 10月20日（金） 

時間 18時30分～20時30分 

講師 三森敬子先生 

定員 24名 

※ 1）と 2）の共通要点 

受講資格 市内に住所又は職場を有する方 

受講料 無料」（但し木羽斗費は各自負担） 

申し込み問い合わせ 新町働く婦人の家 

合 35 一 8898 

● 幼児教育の大事なとき・ 

―五所川原市私立幼稚園協会ー 

ト願書配布 10月16日～ 

ト願書受付 11月 1日～ 

※詳しいことは、各幼稚園へ 

ひまわり幼稚園 （元町ft⑩5080番） 

富士幼稚園 （Fメどり田丁 8 丁目合1)7974番） 

五所川原幼稚園 （唐笠柳合（霧)51 50番） 

聖心幻拝佳園 （末広町客 34'2222番） 

r2j0ボルト電気機器」を使った 
料理教室参加者募集 

トとき 11月 2 日（木）、 12月 7 日（木）、 

1月11日（木） 

いずれも時間は10時～13時まで 

トところ 市内田町 東北電力（株） 

五所川原営業所 2階 電化教室 

ト講師 （株）電力ライフ・クリエイ ト 

青森営業所 ライフ・クリエイター 

ト募集人員 15名（定員になり次第、締め切 

らせていただきます） 

ト教材費 1,500円（3回分） 

ト申し込み方法 10月18日（水）までに、電話 

でお申し込みください 

ト申し込み先 お客さまサービス課 

合35-2151内線335へどうぞ 

募 集 

二―柔道教室生徒募集ロ 
柔道教室は、子供達の成長過程の一環とし 

て柔道を通し、心身の健全な発達を願い、才旨 

導しております。 

ト対象 幼年～小学生男女 

トとき 毎週月・水・金（週3回） 

18日寺45分～20日寺15分 

トところ 市内岩木町 三道会館 

ト連絡先 五所川原柔道少年団 成田聴 

市内雛田92-6 雪 35 一 8638 

楚珠の自然に親しむ 
ぐー…一'I"三菜ニ芯I、議馴親子のつどい一翻 

ト主題 「見つけよう・味わおう・楽しもう！」 

ト期日 	10月14日（土）---- 15日（日） 1泊 2 日 

ト会場 青森県立焚珠少年自然の家 

ト対象 小学校3年生から中学生までとその保護者 

ト募集人員 100名 

ト内容 きのこ狩り・野外炊事・野外活動 

ト日程 10月14日 9時～ 9時30分 受付 

開会式・各活動f也～ 

10月15日 11日寺15分～閉会式二・解散 

ト経費 lノ、 2,000円（食事他） 

ト携行品 洗面具、上履き、長靴、筆記用具、 

軍手、汗拭きタオル、ド1可具 

野外活動に適した服装 

ト申し込み方法 電話により申し込む 

ト締め切り 10月 7 日（土） 

※ただし、定員になりi欠第締め切ります 

ト問い合わせ先 県立発珠少年自然の家 

合 29-3303 FAX29-3306 

平成 7年10月1日 10 

「働く婦人の家生活講座寸
1 )茶花教室 (県労政課共催事業)

~野山に咲く草花をあなたのお部屋 に~

期日 10月17日(火)

時間 18時30分~20時30分

講師 鈴木はつえ先生

定員 25名

2)お弁当作り教室

~アイディアいっぱいの行楽のお弁当を

作ってみませんか~

期日 10月20日(金)

時間 18時30分~20時30分

講師 三森敬子先生

定員 24名

※ 1 )と 2)の共通要点
受講資格 市内に住所又は職場を有する方

受講料 無料(但し材料費は各自負担)

申し込み問い合わせ 新町働く婦人の家

宮 35-8898 

-幼児教育の大事なとき・

一五所川原市私立幼稚園協会一

砂願書配布 10月16日~

砂願書受付 11月 1日~

※詳しいことは、各幼稚園へ

ひまわり幼稚園 〈元町宮@5080番 〉

富士幼稚園 くみどり町8丁目宮@7974番 〉

五所川原幼稚園 (唐笠柳宮③5150番 〉

聖心幼稚園 〈末広町宮⑧2222番 〉

ir200ボルト電気機器Jを使った1
」料理教室参加者募集」
惨とき 11月 2日(オく)、 12月 7日(オて)、

1月11日(木)

レ、ずれも時間は10時~13時まで

惨ところ 市内田町東北電力(株)

五所川原営業所 2階電化教室

砂講師 (株)電力ライフ ・クリエイト

青森営業所 ライフ ・クリエイター

砂募集人員 15名(定員になり次第、締め切

らせていただきます)

砂教材費 1 ，5 0 0円 (3回分)

砂申し込み方法 10月18日(水)までに、電話

でお申し込みください

砂申し込み先 お客さまサービス課

宮 35 -2 1 5 1内線335へどうぞ

募 集 /
〈手話教室(昼の部)) 
期間 10月 7 日 ~12月 16 日毎週土曜日(但し祭日は休み)

時間 9 時半~11時

会場 五所川原市中央公民館

問い合わせ先 土議 集長 FAX29-3729(ろうあ協会)
宏白まどか TEレ郎34-3072(手計ーか)

(手話学習会(夜の部))
期間 10月4日(水)から月 2回(第1・3水曜日)

時間 18時半~自由交流 19時~20時手話学習

会場 五所川原市中央公民館

問い合わせ先 土操 業主 FAX29-3729(ろうあ協会)
一戸千加子 TEL・臥X35-6904(青通研)

主催.制青森県ろうあ協会五所川原支部

「柔道教室生徒募集「
柔道教室は、子供達の成長過程の一環とし

て柔道を通し、心身の健全な発達を願い、指

導しております。

砂対象 幼年~小学生男女

惨とき 毎週月 ・水 ・金(週 3回)

18時45分~20時15分

惨ところ 市内岩木町 三道会館

砂連絡先 五所川原柔道少年団成田聴

市内雛田92-6 宮35-8638 

「党珠の自然に親しむ l 

親子のつどい
砂主題 「見つけよう ・味わおう・楽しもう!J 

砂期日 10月 14 日(土)~15 日(日) 1泊 2日

砂会場 青森県立党珠少年自然の家

砂対象 小学校3年生から中学生までとその保護者

惨募集人員 100名

砂内容 きのこ狩り ・野外炊事 ・野外活動

砂日程 10月14日 9 時~9 時30分受付

開会式 ・各活動他~

10月15日 11時 15分~閉会式 ・解散

惨経費 1人 2，000円(食事他)

砂携行品 洗面具、上履き、長靴、筆記用具、

軍手、汗拭きタオノレ、雨具

野外活動に適した服装

砂申し込み方法 電話により申し込む

砂締め切り 10月 7日(土)

※ただし、定員になり次第締め切ります

砂問い合わせ先 県立党珠少年自然の家

宮 29-3303 FAX  29 -3306 

平成7年10月1日 10 
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催 	 物 開 演 入場料＼昌瞥 催 入場料 ＼ 月 曜 
＼日 日  

開演 

24 火 中国芸術技団 18:30 
3000 
2000 
1500 

27 金 
第16回青森県高等学校 

総合文化祭総合開会式二 
13:00 

無 料 28 土 演劇部門・合唱部門 

29 日 演劇部門・吹奏楽部門 

8 日 
第39回西北五地区高等 

学校演劇合同発表会 
9 :00 無 料 

10 」ノく ピアノ発表会 13:00 無 米斗 

12 木 

なるほど・ザ・バーゲン 10:00 
13 金 

」り 4 
，ハーー 
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平成 7 年度 
安全運転管理者講習会 こフ“ uu 

3000 
17:00 2500 

1000 大 

「羽田健太郎・トーク

＆コンサート」 
4 水 

A.1500 
B.1300 

「ピノキオ」の 

ぼうけん（人形劇） 
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l
」
 

平成 7年文化講演会 

「アグネスチャン」 
無 料 

無 料 

木 12 

i
ノ
 第 5回青森県民文化祭 

「津軽・南部民謡大会」 
15 

17 
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平成 7年度五所川原高
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卜¥月 ~ イ隻 物 開演 入場料 卜¥月百 日田窪 {雀 キ初 開演 入場料
日 日

「羽田健太郎 ・トーク 3000 3000 

4 7}( 17:00 2500 24 少てL 中国芸術技団 18:30 2000 
&コンサート」 1000 大 1500 

8 
「ピノキオ」の

10:20 
A.1500 

27 金
第 16回青森県高等学校

13:00 

大
日
ぼうけん(人形劇) B.1300 ホ 総合文化祭総合開会式

ー----ー・・・ーー・ーーーーーーー..ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ -・・ーーーーーーーー

12 オて
平成7年文化講演会

18:30 金正 来十 I 128 土 演劇部門 ・合唱部門 金正 来斗
「アグネスチャン」

;!..- -ー・・・・・・・ーーーーー・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー--------ーーーー・ーーーーー

ホ 第 5回青森県民文化祭
15 日
「津軽 ・南部民言語大会」

13:00 無 来十 29 日 演劇部 門・ 吹奏楽部門

17 μく
平成 7年度五所川原高 8 日

第39回西北玉地 区高等
9 :00 生正 来斗13:00 学校演劇合同発表会校 「古典芸能教室」

10 少'( ピアノ発表会 13:00 無 来十
18 7}( 板柳高校「芸術教室」 13:00 ホ

jレ
12 オて

21 土 なるほど・ザ ・パーゲン 10:00 

エホバの証人の
10:00 生涯 料

13 金

特別 1日大会 jレ
22 日 19 オて

平成7年度
9 :00 

安全運転管理者講習会
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会
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血葉成分献血  I 

かんたん！健康レストラン 
/ 

血景成分献血は、血液中から血景成分をい

ただき、赤血球成分は体内へお返しします。 

血液の成分のうち、最も回復の遅い赤血球

をお返しいたしますので、からだへの負担が

軽くなりまーす。 

※ 予糸勺制となっておりますので、希望者

は10月20日（金）までにご連絡願います。 

市保健環境課 合内線 269 

期 日 時 間 参み 	I折 

10月25日 9 : 30 - 鎌谷町 
（水） 15 : 30 防災センター内 

みんなの健康教室，『 
トと き 

トところ 

ト言黄 師 

トテーマ

ト主 催 

10月27日（金） 13日寺から 

市保健センタ1 3階ホール 

泉山 隆男 先生 

（白生会胃腸病院） 

漢方薬のはなし 

北五医師会・市民保健協議会 

          

 

参 

 

加 

 

者 

   

集 

    

募 

 

        

          

二‘ J 三 しト し 1 

「骨粗楼症」 という言葉に敏

感なあなたノ上手にカルシウム

を摂って、骨をJヒ夫にするコツ二

を考えてフメ、ませーんか？ 

～あなたの骨にコツコツためようカルシウム．ク～ 

トテーマ ノ胃・粗楼症に勝つ食事 

」朔催月日 開催時間 開催場所 締め切り＝ 

10月13日（金） 
9蹴（冷-13時 働く婦人の家

保健センター 

10月 9 日囲 

10月26日困 10月20日圏 

10月27日（劃 1時～1馴寺30分 10月23日囲 

ト内 容 ①栄養士の栄養に関するお話し

②調理実習・試食③保健婦の健康

のお話し④みそ子十塩分測定（全員） 

⑤漬物塩分測定（希望者のみり 

ト半斗 金 無料です。 

ト持参する物 みそ汁（おわんに半分程の量

を汁だけ）、漬物（5切程度）、健康手

帳（お持ちの方）、 おにぎり、エプ 1コ

ン、筆記用具 

ト申し込み先 上記3 日間より参加したい日

を選び、直接、市保健環境課雪内線268 

・272に電話でお申し込みください。 

～皆さんの参加をお待ちしています～ 

平成 7年10月1日 12 

身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ」 
保健婦が相談に応じています 

ト対象 市内にお住まいの方で、ご自身又は 

ご家族の健康のことで心配されている 

方 

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康についての話 

r ト持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

毘沙門・中崎
コミュニテ 

イセンター 

10月11日 

（水） 
10 】 30-- 

12 : 00 

ウオーキングは効く．ノ 
～歩く効用と歩き方ガイド～ 

(11 : 30-12 : 00) 

湊
集
 
団

会
 
地
所
 

 

10月13日 
（金） 

9 	: 30--- 
12 : 00 

尿がおしえる体の調子 
（当日は、尿検査実施予定） 

(10 : 00-10 】 30) 

コミュニテ
イセンター 
飯 	詰 

10月16日 
（月） 

10 : 30- 
12 : 00 

“はっ”とするほど大事な歯 
-80歳まで20本歯を残そう～ 

(11 】 10-11 : 30) 

松島会館 
10月18日 
（水） 

10 : 00- 
11: 30 

知って得する 
薬の正しい使い方 
(11 :10-il: 30) 

共栄集会所 
10月18日 

（水） 

11:00- 
12 : 30 

“はっ”とするほど大事な歯 
-80歳まで20本歯を残そう～ 

(10 : 00--10 : 20) 

コミュニテ 
イセンター 

栄 

10月19日 

（木） 

子供の相談 
10:00-12:OO 
成人病の相談 
13:00-14:OO 

個別相談のみ実施 

中崎 
保健協力員 
成田啓子宅 

10月20日 
（金） 

10 : 30- 
12 】 00 

ウオーキングは効く，ノ 
～歩く効用と歩き方ガイド～ 

(11 : 30-12 : 00) 

二 ~ー，、 , 一一 ~ 

献 皿の こ 内 
' 

一  」 

献血．()戎分献血）にご協力いただいた方に

は、健康管理に役立つ血液検査サービスを行

っています。 

その結果Jま約 2週間後に親展にてお送りい

たします0 

期 日 時 間 場 	j折 

10月17日 9 : 30 - 五所川原農業 

Uく) 15 : 30 高等学校敷地内 

五所川原市役所 公35- 2111 

身も心もさっぱりする

健康相談室へどうぞ
保健婦が相談に応じています

砂対象 市内にお住まいの方で、ご自身文は

ご家族の健康のことで心配されている

方

砂内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、

健康についての話

砂持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

開催場所 開fi月白 開催時間 はなしのテーマと時間

箆沙門・中i崎
10月11日 10 : 30~ 

ウオーキングは効く/

コミュニテ
(水) 12 : 00 

ゆく効用と歩き方ガイド~

ィセンター (11 : 30~ 12 : 00) 

湊 団 地 10月13日 9 : 30~ 
尿がおしえる体の調子

集会 所 (金) 12: 00 
(当日は、尿検査実施予定)

(10 : 00~10 ・ 30)

コミュニテ
10月16日 10 : 30~ 

“はっ"とするほど大事な歯

ィセンター
(月) 12: 00 

-80歳まで20本歯を残そう~
飯誌 (11 : 1O~ 11 : 30) 

10月18日 10 : OO~ 
知って得する

松島会館
(水) 11 : 30 

薬の正しい使い方

(11 ・1O~11 : 30) 

10月18日 11 : OO~ 
“はっ"とするほど大事な歯

共栄集会所
(水) 12: 30 

~80歳まで20本歯を残そう~
(10 ・ 00~10 : 20) 

コミユニア
10月19日 子10供0トの1相2談∞ 

ィセンター 個別相談のみ実施
栄

(木)
成13人・∞病~の1相4・∞ 談

中崎
10月20日 10 : 30~ 

ウオーキングは効く/

保健協カ員
(金) 12: 00 

~歩く効用と歩き方ガイド~

成田桜子宅 (11 : 30~ 12 : 00) 

献血のご案内
献血(成分献血)にご協力いただいた方に

は、健康管理に役立つ血液検査サービスを行

っています。

その結果は約 2週間後に親展にてお送りい

たします。

期日

10月17日

〔火)

時間

9 : 30~ 

15 : 30 

場 所

五所川原農業

高等学校敷地内

五所川原市役所宮35-2111 

血祭成分献血
血柴成分献血は、血液中から血柴成分をい

ただき、赤血球成分は体内へお返しします。

血液の成分のうち、最も回復の遅い赤血球

をお返しいたしますので、からだへの負担が

軽くなります。

※ 予約制となっておりますので、希望者

は10月20日(金)までにご連絡願います。

市保健環境課 宮 内線 269

期日

10月25臼
(ァ}く)

時間

9 : 30~ 
15 : 30 

場所

鎌谷町

防災センター内

みんなの健康教室
惨と き 10月27日(金) 13時から

惨とこ ろ 市保健センター 3階ホーノレ

惨講師 泉山隆男先生

(白生会胃腸病院)

砂テーマ 漢方薬のはなし

砂主催 北玉医師会・市民保健協議会

こっそしようしよう

「骨粗寝症」 という 言葉に敏

~あなたの骨にコツコツためよ うカルシウムグ~

砂テーマ 骨粗整症に勝つ食事

開催時間|開催場所

砂内 容 ①栄養士の栄養に関するお話し

②調理実習 ・試食③保健婦の健康

のお話し④みそ汁塩分測定(全員)

⑤漬物塩分測定(希望者のみ)

惨料 金 無料です。

砂持参する物 みそ汁(おわんに半分程の量

を汁だけに漬物 (5切程度)、健康手

帳(お持ちの方)、 おにぎり、エプロ

ン、筆記用具

惨申し込み先 上記3日間より参加したい日

を選び、直接、市保健環境課宮 内線268

・272に電話でお申し込みください。

~皆さんの参加をお待ちしています~

平成7年10月1日 12 
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